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I.は じめに

平成 20年 1月 の中央教育審議会の答申を受け,新学

習指導要領が発表され小学校,中学校,高等学校と順次

施行されることとなった。その新学習指導要領の理念
1)

として 「生きる力 |を育む (生きる力とは,知・徳・体

のバランスのとれた力を意味する)が , これまでと同様

継続されることとなった。

●基礎的な知識 。技能を習得し,それらを活用して自ら

考え判断し表現することにより様々な問題に積極的に

対応し解決する力

②自ら律しつつ,他人とともに協調し他人を思いやる心

や感謝する心などの豊かな人間性

0た くましく生きるための健康的な体力
11記の 3点は,学習指導要領の理念であるが,家庭科

教育では以前から実践・体験活動と問題解決的な学習を

通して,実践 。自立できる個を育て,主体的な生活が展

望できる力を育てることにより生きる力を育てることを

目標としてきた。しかし.一方,子どもたちの現状は物

質的豊かさと便利さの中で生活しているものの,家族形

態の変化,家族関係の希薄化また人間関係が希薄
2,な
た

め,その中で学びあう,育ちあうチャンスが非常に少な

くなってきている。さらに家事参加に対する考え方も変

化し,家庭で学びあるいは学習したことを家庭で確認

やフィー ドバックする機会も減少していると言える。
:'

そこで,本研究では 「生きる力を養う」を目的の一つと

した。具体的には①自ら学び, 自ら考え,よ りよく問題

解決する力を養う。②社会性・豊かな人間性を育む。の
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2点である。第二の目的として,減少傾向にある授業時

間数への対応である。現在,授業時間数の増加は望めな

い状態である中で,学ぶべき学習内容は同じであり,さ

らに選択履修の必修化などで内容は増加している現状で

ある。

Ⅱ.研究方法

1.ボ ランティア活動を授業に取り入れ,生徒の活動状

況と実施状況の分析

授業に取り上げられる題材はいくつか考えられる中

で,ボ ランテ ィア活動を取リトげた理由としてボラン

ティアには以 ドの 3つ の要素
4)が
含まれると考える。

●心情の育成 :生命,自然を大切にする心,自分を見つ

める心,思いやりの心,助け合い協力する心,感謝す

る心

②福祉の理解 :生命,自 然に関する理解,健康と安ヽ

社会生活,社会福祉の理念や社会保障制度の理解

0実践的態度の育成 :自 己を表現する力,住みよい環境

をつくる力,社会生活の課題を解決する力,社会の ^

員としての役割を自党し自主的に行動する力,ボ ラン

タリーな精神をもって行動する力

以 11の ように,生きる力を統合的に育成する可能性を

秘めているのがボランティア活動と考えられるので,授

業に取り入れることとした。

巨藝王互夏□
ボランティア活動として施設訪間を実施した。条件は

以 ドの通りである。

テーマ :“人々との出会い''

対象者 :中学 1年生 (120名 ,3ク ラス)

技術・家庭 (家庭分野 )におけるボランティア活動の実践と意義について

山口 明美

要   旨

本研究は生きる力を養うこと.減少傾向にある授業時間数に対応するための授業展開の構築を図ること
を目的とし,技術・家庭 (家庭分野)の授業の中にボランティア活動の実践を導入した。その結果,以下
の 3点が明らかになったので報告する。

●活動を通して,協調性・協働性を体得し,社会に日を向けることによって問題意識の高揚と共生・共存
の意味を認識するようになる。さらに社会の中での自分の立場を理解する機会となっていることから,

社会性,豊かな人間性を育むことができることを確認した。

②総合的な学習形態をとることにより,も のつくりの学習,家庭,地域との関わりに関する内容を網羅で

き,減少傾向にある時間数の中での効果的な学習方法と考えられる。

③中学生の時期の体験学習が将来の生き方の方向づけとなりうる。

以 卜の点から,今後の指導方法,指導形態を考える上でボランティア活動を実践する意義は大きいと言
える。

キーワード:生きる力,ボランティア活動,達成感,共存,授業展開
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時期 :10月 ～ 12月 (11時間)

訪問場所 :乳児院,児童養護施設,1支体不自由児施設 ,

知的障害施設,特別養護老人ホーム,養護老人ホーム

授業展開

授業展開は学校で活動する時間を 11時間とし,以下
の計画で実施した。

表 1 ボランティア活動の授業展開

時間 生徒の動き 教師の動き

講演 講演者依頼

生徒が中し出た施

設へ依頼の電話・

文書発送

2

ボランティア活動の意義の

確認

グループ作 り、施設訪問場

所の検討

3

,

4

プレゼン ト内容の決定と作

製計画

施設への依頼 と打ち合わせ

を行 う

5

`

10

グルーーブ作業 (ア レゼン ト

作製 )

訪問実施内容・タイムスケガュー|,

の決定

計画記入用紙の準

備

保険の加 入

11 施設訪問報告会 記録文集作成

基本的に施設側との交渉,プレゼント作製,訪間のす
べてを生徒主体で実施し,教師はあくまでもサポー ト役

に徹した。保険の加入については 「けが,及び賠償責任

損害」 (300円 /一人)の保険に全員加入した。

授業実施前後の記録内容は以下の通りである。

実施前の記入用紙 (A4サイズ )

表 2 施設訪間の活動計画

グループ名

訪問施設名 施設長名

施設の概要 施設周辺の地図 施設までの

交通手段

訪問日時 集合時間・場所

フ
・レビント内容

訪問先でのタイムスケデュール (予定)

終 」
´
解散時の報告者名

実施前の記入用紙 (A4サイズ )

表 3 施設訪問実施後の報告

訪問計画について

プレゼント作製の過程で

訪間先で行ったこと

活動を通して感じたこと
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実施記録文集

終了後.計画から実施までを振り返り,感 じたこと・

心の変化・学んだこと。今後の課題など項目別に記入さ

せた。生徒の記録したものを文集として製本し,図書館

に保管・管理を依頼し,生徒はいつでも図書館で開覧で

きるようになっており計画などの参考として活用した。

2.卒業生 (体験者)を対象としたアンケー ト調査の

分析

平成 6年～平成 10年 までに体験した卒業生 600名

より.各年度から 20名ずつアトランダムに抽出し合計

100名 にアンケー トを実施した。平成 10年実施の卒業

生が,大学を卒業し社会人として活躍している立場か

ら,本授業がどのように捉えられ,意識付けられている

のかを確認できることを想定し,こ の年代を対象とし

た。

アンケート内容

1.中学以前にボランティア活動をしたことがありまし

たか

2.授業での施設訪間を通して,あなた自身周囲の人に

対する関わり方が変わりましたか

3.活動を通して,高齢者・障害のある方,乳幼児施設
に対する見方が変わりましたか

4.授業の中にボランティア活動を取り入れたことにつ
いてどのように思いますか

5.中学 1年 という時期に施設訪間を実施したことは

良かったと思いますか

6.こ の経験はあなたに影響を与えたと思いますか

7.現在の中学生にも同様の経験をしてほしいと思いま

すか

Ⅲ .結果及び考察

1 ボランティア活動を授業に取り入れ,生徒の活動状
況と実施状況の分析結果

1.実施記録の分析から,訪問施設の種類,訪問した施

設数は以下の通りであった。

2.準備したプレゼントの種類 (布を利用した作品)
3.体験感想の分析 (平成 6年～平成 10年 )
実施記録 5年分を対象として,生徒の記述内容を分析

|■青≒
=

幸|||==:1秦



施 設 名 施設数

乳児院

児童養護施設

知的障害施設

肢体不自由児施設

盲学校

特別養護老人ホーム

養護者人ホーム 12

技術・家庭 (家庭分野 )におけるボランテ ィア活動の実践と意義について

表 4 訪間施設の種類

表 5 準備したプレゼント内容

乳児院・児童施設への作品 養護老人ホームヘの作品

サッカーボール、

マジックテープつきボ ~―

ルと手袋

ぬいくるみ、人形、

マスコット人形

ウォールボケット

′■●レの夕′ヽス トリー

万年カレンダー、

クリスマスリース

音の「1「)る ボール、ガラガラ

布製絵本、角虫って読む本

点訳絵本、クッション、

紙芝居

万年カレンダー

クリスマスツリー

(パ ソチワーク)

クリスマスリース

クリスマスタヘストリー

チューーリップの花束

お手玉、ことわざかるた

(big版 )

ランチョンマット、花瓶敷

巾着

劇、合唱、合奏、クッキーー

した結果,大きく 5つ の項目に区分できる。

2 卒業生 (体験者)を対象としたアンケー ト調査の分
析 (回収率 96%)
中学以前のボランテ ィア活動経験の有無を尋ねたとこ

ろ,80%以 卜の生徒が経験をしている。 しかし,単発
`19な活動にとどまり,その活動が広義での 「社会性」に目

覚めるまでに至っていない。

ボランティア経験者の活動内容として最も多かったの

が,地域のごみ拾い,募金活動,養護老人ホームの訪間 .

清掃活動であった。

活動を通して周囲の人への関わ り方が変わ りましたか

の問いに対しては,はいと答えた人が 784%.い いえと

答えた人は 21.6%で あった。また,活動を通して高齢者 ,

障害者の方々などに対する考え方が変わったと答えた人

が 89.2%,変 わらないと答えたものが 10.8%であった。

良かった理由として,以下の意電があげられた。

①人間性が磨かれ,豊かになる

②自分の世界観が変わる

0奉仕の意義を知ることができる

④経験するチャンスができる

0達成感を味わう良い経験ができる
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表 6 体験感想の分析結果
(平成 6年～平成 10年実施分 )

こ i〔 :=棄

暮躊

図 1 中学以前のボランティア経験の割合

項  目 内 容 割 合

実行 したこ

とか らくる

達成感・充

実感

生徒主体ですべてを計画し行動

できた。心が喜びへと変化する

という喜びの体験
98.8%

準備段階に

お け る 学

び・充実感

心遣い、思いやる心、想像力を

働かせることの大切さ`,徹底 し

た細やかな準備、心の準備をし

て行動することの大切さt

59.5%

製作す る喜

びと充実感

面倒 くさいという思いから喜び

|こ変化.作 る喜びや楽しさ、古

手意識がなくなるという体験 _

作品作 りに心を込めることの大

切さと喜び

59.5%

社会問題の

認識と理解

共生・共存の必要性 と大切さ.

笑顔・心を育てることの大切さ

を学ふ ,バ リアフリーの重要性

や高肺者問題を認識する
`,

60.7%

自己意識の

変化

偏見がなくなり、考ぇ方、見方

が変わった。社会に貢献できる

人間になりたい.感訪すの心で生

活 し家族 とよく話すようになっ

た。

65.8%

なかには強制にならないように注意すべきだという意

見も見られた。 これについては,あ くまでもボランティ

アは自主的な行為であるので,強制されているという思

いを生徒が持たないで活動できるよう細心の配慮が必要

である。これは教師になった卒業生からの意見であった

が,本人が生徒に関わってみて,各 々がそれぞれの感情

をもっているのが当たり前であるので,こ のような方向

性を持たせることは難しいと感 じているのであろう。

影響を受けたと思う内容として,0自 分の人格形成に

プラスになった。②視野が広が り,1吐 界観が変わった。
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図 2 中学以前に活動をしなかった理由
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貴重な|■験か
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て良かった

授業でなか■たら手加し
~〔 lrなか デヽことりち

良い経馬貫たったか、強制にオ|:も ないよう1主意すヽき

た

図4 ボランティア活動の授業導入受容度

分から

ない

=11:■

特にな

図 5 施設訪問体験における自己認識への影響度

図6 家庭をとりまく諸問題とその解決のための行動原理

活援助問題.ま た親と生活できない子どもたちの問題は

家庭を取 りまく社会・地域に実存 してお り,これを個人 .

各家庭の問題として捉えるのではなく,社会全体として

どのように関わっていくべきかを考え,行動していくこ

とが求められていることに気づいている。

具体的に社会を構成する 一員として,連携する大切

さ,何 をなすべきか,ま たどのように関わるべきかを考

え,行動する必要性を体得している。

≒ 11ヽ

,蒙i桑ま主
■■薔‐

図 3 施設訪間体験の自己肯定度

0生き方の指針となった。これは自己の将来像が明確化

されたことを意味する。

現在の中学生にも同じ体験をしてほしいですかの問い

に対して思うと答えた者が 100%で あった。

理由として0人間性が磨かれ,豊かになる。また,人

格形成にブラスになるという考え方として,心の教育に

なる。感謝の心が芽生え育つ。相手を見つめることによ

り.自 分を見つめなおす機会になると答えている。②視

野を広げるチャンスにもなる。多感な時期に多くの人と

接し.生き方を学ぶことは大切。社会の見方が変わる。

現状を知ることにより,差別や偏見を持たないで関われ

る。0社会の ^員 としての意識づけとなる。社会に貢献

する喜びを体験し学ぶことができる。ボランティア活動

に積極的に取り組むチャンスとなる。

福祉教育には, 1.関心への水準 2.知 識の水準
3.技術の水準 4.態 度の水準 5,実 行力の水準
6.人柄の水準  7.生 き方の自覚の水準の 7段階が
あると言われる

°
'。 まさに彼らは本活動を通して,過程

的に自己を高め、魂にめざめ,自 ら人格を育み,人間と

しての尊厳性を樹立しているのである。

Ⅳ.ま と め

ボランテ ィア活動を授業に取り入れた学習を通して ,

生徒たちは図 1に示すように,高齢者問題.障害者の牛

協力・協働
リアフリーの重要性

物理的・

優しさ・思いやり



技術・家庭 (家庭分野 )におけるボランティア活動の実践と意義について

図 7 家庭分野内容とボランティア活動との関係

行動を現実化するために,お互いに協力・脇働するこ

と,笑顔・優しさ 。思いやりをもって物理的のみならず

心情的にもバリアをなくすことが大切であることを体得

していると言える。

本授業の活動に求められるものは,生徒たちが主体的

に状況を把握し,自分で考え,造 りだす能力。特に創造

的な能力が求められる。その結果,個を活かし,自 ら考

え学び.社会の変化に対応できる能力が試されるのであ

る。

本活動を通して,その能力が育まれ,学習指導要領の

理念である “生きる力"は十分に養われていることが明

らかになった。

まとめの第二点は,図 2に示すように,総合的な学習

ができるという点である。

新学 |』早指導要領の学習内容区分を適用
‐`
すると,家庭

科の内容は A:家族・家庭と子どもの成長 B:食生活と

自立 C:衣 生活・住生活と自立 D:身近な消費生活と

環境の 4分野に分けられるが,ボランティア活動を実践

するという一つの題材で複数の項目の日標を実現できる

と言える。

第■点は,本活動を通して家庭科に対する生徒たちの

考え方が変化することにより,日寺間数不足を補うのに余

りある結果を生むことができる点である。つまり
・̀牛き

る''と いうテーマで家庭科を捉えるように変化した。こ

れまで,受験教科でないため,特に真剣に考えなくても
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よい教科として消 |「収的な取り組みであったものが,生活

の中心に位置付けられるようになり,その結果,以下の

ような変化が見られた。

C授業の取り組みが積極的・意欲的になった。

②指示待ちから,自 ら考え,工夫し意見を述べ.行動す

るようになった。

C問題意識が高く、その問題解決のために自主的な調べ

学習が増え,知識,理解が深められる傾向となった。

これらの大きな変化は,密度の濃い授業をもたらす結

果となった。

家庭科の時間数が減少していく中で、ボランティア活

動のために 11時間を充当することに対しての異議も覚

悟の 卜で,本活動を他の領域と相互乗り入れ的に授業を

構築することにより,不足分の時間を充足させることを

視野に入れて試みた。しかし,結果から時間数の不足よ

りむしろ 3年間の授業内容がより充実し,密度の濃いも

のとなることが明らかになった。

基礎学力,創造力をのばすため,確かな学力,自 ら考

え学び.社会の変化に対応できる能力の育成が必要不可

欠である
7,と
言われて久しいが,こ の創造力と基礎学力

の関係,その育成の実際についてはあまり検討されてい

ない。その点からもボランティア活動を中学生の家庭分

野に取り入れる意義は大きいと考えられる。
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About practice and meaning of volunteer work in the technical arts and
Home economics (Home field)
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Key u.ords : Ability for lir.es, \roltrnteer actir.ity, achier.etncnt feeling,
coexistcncc, class clevelopnrent

Abslract

Intenclecl to pou'er lir.e support, to builcl clarss cleploynrent for that corresllonrls to the riumber of class t.ime

to tencl to lhe dec:rense of tiris research aincl technology ancl introclucec-1 thc lrractice of volunteer in the class of

the horne (hone fie1c1). ,\s a rcsr-rh, because thc follos.trg thrcc points eLre clarifieci to reporl.

[! Bl,, ancl tlien accluirecl lrom cooperation, cooperation labor aclivitir-s through to pa], attenlion to the social

uplilt of issue au'areness ancl meaning of s1rnlf1, 
=1s 

ancl coexistence to recognizc that. Yolr cran bring r-tp

abunclant hurnan llature and societ]. ar-ic1 opportr-rnit.ies in Lhe community of their positiotr to r-Lnclerstancl

fr.rrther that from.
(2) Ry taking a comprehensir.e learning form or-re possible anci effective learning in the number of hottrs at Lhcr

clecreasir-rg trenci, conrprehensive content about making learnlng, homc, ancl regiontrl reiatiuns.

ig) At the time of the junior high school student experience learning becomes cran call the ciirectior-r of the

future u.af. of life
It can be saicl that greater meiLning to volunteer practice in thinking eibont luttire guidance. guiclance ftrrtn

Irom the abovc nrcnlioneci polnts.


